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過
去
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約

（
以
下
、
条
約
）
の
締
約
国
会
議
で
も

そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
昨
年
末
の
パ
リ

で
の
第
二
一
回
締
約
国
会
議
（
以
下
、

パ
リ
会
議
）
で
も
、
気
候
変
動
対
策
の

た
め
の
資
金
（
以
下
、
気
候
資
金
）
の

供
与
は
、
各
国
の
交
渉
駆
け
引
き
の
材

料
に
な
っ
た
。
途
上
国
の
緩
和
行
動
を

引
き
出
し
た
い
先
進
国
と
、
先
進
国
か

ら
の
資
金
議
題
で
の
譲
歩
を
引
き
出
し

た
い
途
上
国
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
な
か
、

二
〇
二
〇
年
後
の
気
候
資
金
に
関
す
る

事
項
が
決
定
し
た
。
以
下
、
気
候
資
金

に
関
す
る
背
景
を
踏
ま
え
つ
つ
、
パ
リ

協
定
に
お
い
て
気
候
資
金
で
何
が
決
定

し
、
ま
た
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か

を
概
観
す
る
。

●
条
約
に
お
け
る
気
候
資
金
の
位

置
づ
け
と
過
去
の
決
定

　

そ
も
そ
も
、
気
候
資
金
の
議
題
は
条

約
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
？　

条
約
の
第
四
条
三

項
で
は
「
先
進
国
は
、
…
…
開
発
途
上

締
約
国
が
必
要
と
す
る
新
規
の
か
つ
追

加
的
な
資
金
…
…
を
供
与
す
る
」、
ま

た
同
条
四
項
で
は
「
先
進
国
は
…
…
気

候
変
動
の
悪
影
響
を
特
に
受
け
や
す
い

開
発
途
上
国
が
…:

…
適
応
す
る
た
め

の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

当
該
開
発
途
上
国
を
支
援
す
る
」
と
あ

る
。
し
た
が
っ
て
条
約
の
下
で
は
、
途

上
国
の
緩
和
お
よ
び
適
応
の
取
り
組
み

へ
の
資
金
を
供
与
す
る
義
務
が
先
進
国

に
対
し
て
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

条
項
に
基
づ
き
、
過
去
の
締
約
国
会
議

で
も
先
進
国
に
対
す
る
途
上
国
か
ら
資

金
の
供
与
へ
の
声
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

声
は
年
々
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
印
象

を
受
け
る
。

　

条
約
締
約
国
の
う
ち
、
世
界
の
全
排

出
の
八
五
～
八
八
％
を
占
め
る
計
一
四

六
カ
国
は
、
パ
リ
会
議
に
先
立
ち
、
各

国
国
内
で
決
定
し
た
、
二
〇
二
〇
年
以

降
の
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
国
の
目

標
、
い
わ
ゆ
る
「
約
束
草
案
」
を
条
約

事
務
局
に
提
出
し
た
（
提
出
国
の
数
は

二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
〇
日
時
点
の
も

の
）（
参
考
文
献
①
）。
資
金
に
つ
い
て

は
、
こ
の
約
束
草
案
に
お
い
て
、
途
上

国
の
う
ち
三
九
カ
国
が
自
国
の
緩
和
行

動
を
実
際
に
実
施
す
る
か
否
か
は
資
金

供
与
等
の
条
件
次
第
と
し
、
ま
た
四
二

カ
国
は
、
条
件
付
き
で
緩
和
行
動
を
実

施
す
る
場
合
と
無
条
件
で
緩
和
行
動
を

実
施
す
る
場
合
の
二
つ
の
選
択
肢
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、
九
一
カ
国
は
海
外
か

ら
の
資
金
供
与
の
必
要
性
を
述
べ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
先
進
国
に
と
っ
て
は
、

途
上
国
に
よ
る
緩
和
目
標
を
取
り
付
け
、

あ
る
い
は
引
き
上
げ
る
た
め
に
も
、
パ

リ
会
議
で
の
気
候
資
金
議
題
は
非
常
に

重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
気
候
資
金
に
つ
い
て
は
、
近

年
最
も
重
要
な
目
標
が
二
〇
〇
九
年
に

合
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
先
進
国

か
ら
途
上
国
に
対
し
て
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
官
民
合
わ
せ
て
年
間
一
〇
〇
〇
億

ド
ル
を
動
員
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「
長
期
資
金
」
の
目
標
で
あ
る
。
で
は
、

パ
リ
協
定
で
は
二
〇
二
〇
年
後
の
気
候

資
金
に
つ
い
て
は
何
が
決
定
し
た
の
だ

ろ
う
か
？　

そ
し
て
、
そ
れ
は
二
〇
二

〇
年
後
の
気
候
資
金
に
何
を
意
味
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

●
気
候
資
金
は
い
く
ら
必
要
か
？

　

パ
リ
会
議
で
お
そ
ら
く
最
も
議
論
が

白
熱
し
た
議
題
の
ひ
と
つ
は
、
二
〇
二

〇
年
後
に
気
候
資
金
に
関
す
る
目
標
を

ど
う
す
る
か
、
と
い
う
議
論
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の

長
期
資
金
の
目
標
は
既
に
決
ま
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
以
降
の
動
員
額
の
規
模
に

つ
い
て
は
パ
リ
会
議
ま
で
は
合
意
が
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
パ
リ
会
議
で
は
、
二

つ
の
重
要
な
決
定
が
あ
っ
た
。
一
点
目

は
、
先
進
国
が
現
在
の
年
間
一
〇
〇
〇

億
ド
ル
動
員
と
い
う
長
期
資
金
の
目
標

を
二
〇
二
五
年
ま
で
継
続
（
を
意
図
）

す
る
こ
と
。
二
点
目
は
、
二
〇
二
五
年

よ
り
も
前
に
、
年
間
一
〇
〇
〇
億
ド
ル

を
下
限
と
す
る
新
た
な
目
標
を
パ
リ
協

定
締
約
国
会
議
で
設
定
す
る
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
途
上
国

は
こ
れ
を
（
法
的
拘
束
力
の
あ
る
）
パ

リ
協
定
に
含
め
た
か
っ
た
が
、
先
進
国

特 集
「パリ協定」後の気候変動対応

　

パ
リ
協
定
に
お
け
る
気
候
資
金
に

関
す
る
決
定
と
そ
の
意
味

清
水 

規
子
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の
反
対
に
よ
っ
て
、
パ
リ
協
定
に
は
盛

り
込
ま
れ
ず
、
締
約
国
会
議
の
決
定
事

項
と
し
て
合
意
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
二
五
年
ま
で
は

一
〇
〇
〇
億
ド
ル
、
そ
の
後
は
一
〇
〇

〇
億
ド
ル
を
下
限
と
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
が
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
年
間
一
〇

〇
〇
億
ド
ル
と
い
う
数
字
は
何
を
根
拠

と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

実
は
、

年
間
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
は
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

条
約
の
交
渉
で
政
治
的
に
決
定
し
た
数

字
で
あ
る
。
で
は
、
実
際
に
は
、
一
体

今
後
い
く
ら
の
気
候
資
金
が
必
要
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
？

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
研
究
機

関
や
国
際
機
関
が
試
算
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
は
、
二
度
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
お
よ
び
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
効
率
化
に
必
要
な
投
資
額
は
、

二
〇
一
四
～
三
五
年
に
計
五
三
兆
米
ド

ル
が
必
要
で
あ
る
と
見
積
も
っ
て
い
る

（
た
だ
し
、
こ
の
見
積
も
り
に
は
、
二

〇
三
五
年
ま
で
に
非
効
率
な
化
石
燃
料

へ
の
投
資
を
段
階
的
に
廃
止
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
非
効
率
な
化

石
燃
料
へ
の
投
資
額
六
九
〇
〇
億
ド
ル

も
含
ま
れ
て
い
る
）（
参
考
文
献
②
）。

つ
ま
り
、
年
間
約
五
兆
ド
ル
で
あ
る
。

一
方
、
二
〇
一
一
年
か
ら
一
三
年
の
間

に
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
分
野
へ
投

資
さ
れ
た
額
は
年
間
一
兆
六
〇
〇
〇
億

ド
ル
超
で
あ
り
、
二
度
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
資
金
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
大

き
い
（
参
考
文
献
②
）。

　

た
だ
し
、
緩
和
コ
ス
ト
の
見
積
も
り

は
、
各
研
究
に
よ
っ
て
大
き
な
幅
が
あ

る
。
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
第
五
次
報
告
書
で

も
、
緩
和
の
経
済
コ
ス
ト
の
見
積
も
り

は
各
研
究
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、

そ
れ
は
計
算
時
の
モ
デ
ル
設
計
、
前
提

条
件
、
将
来
の
気
候
変
動
の
予
測
シ
ナ

リ
オ
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。
さ

ら
に
、
気
候
変
動
対
策
に
よ
る
効
果
や
、

適
応
と
緩
和
の
相
互
作
用
に
よ
る
影
響

等
、
実
際
に
は
経
済
費
用
に
何
ら
か
の

形
で
影
響
を
与
え
る
も
の
の
、
計
算
上

は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
い
。

　

適
応
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
研
究
と

し
て
は
、
ス
タ
ー
ン
レ
ビ
ュ
ー
の
四
～

三
七
億
ド
ル
／
年
（
参
考
文
献
④
）、

国
際
開
発
計
画
の
八
六
～
一
〇
九
億
ド

ル
／
年
（
参
考
文
献
⑤
）、
条
約
事
務

局
の
二
八
～
六
七
億
ド
ル
／
年
（
参
考

文
献
⑥
）、
世
界
銀
行
の
七
〇
～
一
〇

〇
億
ド
ル
／
年
な
ど
が
あ
る
（
参
考
文

献
⑦
）。
そ
し
て
適
応
に
つ
い
て
も
、

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
前
述
し
た
試
算
の
計
算

方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
限
定
的
な
資
金
ソ
ー

ス
の
み
を
元
に
計
算
さ
れ
て
い
る
た
め
、

確
信
度
は
低
い
と
さ
れ
て
い
る
（
参
考

文
献
⑧
）。

　

一
〇
〇
〇
億
ド
ル
は
、
先
進
国
か
ら

途
上
国
へ
の
資
金
の
み
を
対
象
に
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
見
積
り
は
国
内
資

金
や
途
上
国
間
等
、
他
の
資
金
フ
ロ
ー

も
含
ん
で
い
る
た
め
、
単
純
な
比
較
は

で
き
な
い
。
た
だ
し
、
欧
州
の
研
究
機

関
に
よ
る
試
算
を
参
考
に
気
候
資
金
の

う
ち
、
先
進
国
か
ら
途
上
国
へ
の
資
金

フ
ロ
ー
が
約
一
割
を
占
め
て
い
る
（
参

考
文
献
⑨
）
と
す
る
と
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
が
二

度
目
標
の
た
め
に
必
要
と
し
て
い
る
額

の
一
割
は
年
間
五
〇
〇
〇
億
ド
ル
で
あ

る
。
こ
の
数
字
と
比
較
す
る
と
年
間
一

〇
〇
〇
億
ド
ル
と
い
う
数
字
は
十
分
と

は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
見
積

も
り
額
は
、
気
候
資
金
の
必
要
額
を
検

討
す
る
う
え
で
の
参
考
に
は
な
り
得
る

が
、
前
述
の
様
々
な
計
算
上
の
限
界
を

鑑
み
て
も
、
ま
た
以
下
に
論
じ
る
よ
う

に
そ
の
資
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
と

い
う
観
点
の
重
要
性
か
ら
も
、
こ
れ
ら

の
数
字
を
も
っ
て
そ
の
ま
ま
目
標
額
と

す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

●
二
〇
二
〇
年
後
の
気
候
資
金
―

そ
の
中
身

　

条
約
の
交
渉
で
議
論
さ
れ
て
い
る
資

金
額
の
中
身
を
も
う
少
し
考
え
た
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
既
に
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
を
動
員
す
る
こ

と
は
決
定
し
て
い
る
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
合
意
は
、
こ
の
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
に

は
代
替
資
金
源
を
含
む
、
公
的
資
金
、

民
間
資
金
、
二
国
間
資
金
、
多
国
間
資

金
と
い
う
様
々
な
種
類
の
資
金
源
か
ら

成
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
資
金
を
含
め
る
の
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
を
計
上

し
、
積
み
上
げ
て
い
く
の
か
に
関
す
る

国
際
的
な
合
意
が
な
い
。

　

さ
ら
に
、
何
を
も
っ
て
し
て
「
緩
和

対
策
」
や
「
適
応
対
策
」
と
す
る
の
か

に
つ
い
て
も
、
国
際
的
な
合
意
が
な
い
。

こ
の
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
と
い
う
気
候
資

金
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
条
約
の
下
に

設
立
さ
れ
た
資
金
に
関
す
る
常
設
委
員

会
に
お
い
て
、「
気
候
資
金
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
を
削
減
し
ま
た
そ
の
吸

収
源
を
強
化
す
る
こ
と
、
ま
た
気
候
変

動
に
よ
る
負
の
影
響
へ
の
、
人
お
よ
び

環
境
シ
ス
テ
ム
の
強
化
を
維
持
お
よ
び

増
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
」
と
二
〇
一
四
年
に
意
見
集
約
し

て
い
る
が
、
未
だ
曖
昧
で
あ
る
。

　

こ
の
定
義
の
曖
昧
さ
か
ら
生
じ
て
い

る
議
論
で
最
も
顕
著
な
例
と
し
て
は
、

石
炭
火
力
発
電
所
へ
の
支
援
の
是
非
で

あ
る
。
国
際
的
に
は
、
数
年
前
か
ら
石

炭
へ
の
海
外
支
援
に
規
制
を
か
け
る
動
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き
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
三
年
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
貧
国
を
除
い
て
新

規
の
従
来
型
の
石
炭
火
力
発
電
所
へ
の

公
的
支
援
の
中
止
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

二
〇
一
五
年
九
月
に
は
、
中
国
も
、
大

気
汚
染
を
も
た
ら
す
高
炭
素
な
事
業
へ

の
公
的
資
金
の
注
入
を
国
内
外
で
厳
格

に
規
制
を
か
け
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

世
界
銀
行
等
の
主
要
な
国
際
金
融
機
関

も
、
二
〇
一
三
年
に
途
上
国
へ
の
新
規

の
石
炭
火
力
発
電
所
へ
の
支
援
を
、

（
代
替
案
が
な
く
か
つ
基
本
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
と
い
う
）
極

め
て
ま
れ
な
ケ
ー
ス
を
除
い
て
、
取
り

や
め
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
一
方
、

日
本
は
、
以
上
の
国
際
的
な
潮
流
に
反

し
て
、
海
外
へ
の
石
炭
支
援
に
積
極
的

で
あ
る
。
実
は
、
日
本
が
二
〇
一
〇
～

一
二
年
に
供
与
し
た
短
期
資
金
に
は
、

国
際
協
力
機
構
や
国
際
協
力
銀
行
に
よ

る
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
へ
の
支
援
が
含
ま
れ
て
お
り
、
二
〇

一
四
年
の
締
約
国
会
議
の
直
前
に
は
、

本
件
が
海
外
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
議
論
を
呼
ん
だ
。
二
〇
一
五
年

一
一
月
に
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
輸
出
信
用
グ
ル
ー
プ

で
、
輸
出
信
用
機
関
に
よ
る
石
炭
火
力

発
電
所
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
五
〇
〇

メ
ガ
ワ
ッ
ト
以
上
の
超
臨
界
の
ユ
ニ
ッ

ト
の
石
炭
火
力
発
電
所
等
、
一
定
の
基

準
を
満
た
さ
な
い
石
炭
火
力
発
電
所
へ

の
支
援
は
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
た

だ
し
、
規
制
対
象
は
「
輸
出
金
融
」
の

み
で
あ
る
。
日
本
の
国
際
協
力
銀
行
の

場
合
、
輸
出
信
用
は
支
援
額
合
計
の
約

一
割
で
あ
り
、
石
炭
火
力
発
電
所
へ
の

支
援
に
十
分
に
歯
止
め
を
か
け
た
と
は

い
え
な
い
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一

〇
〇
〇
億
ド
ル
、
そ
れ
か
ら
二
〇
二
五

年
以
降
の
気
候
資
金
に
こ
の
よ
う
な
石

炭
火
力
発
電
所
へ
の
支
援
が
含
ま
れ
る

の
か
、
未
だ
わ
か
ら
な
い
。

　

次
に
、
ど
の
よ
う
に
一
〇
〇
〇
億
ド

ル
を
計
上
す
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ

い
て
だ
が
、
現
在
の
気
候
資
金
の
分
野

で
は
、
先
進
国
か
ら
途
上
国
に
無
償
で

一
億
円
供
与
し
て
も
、
ま
た
有
償
で
一

億
円
の
資
金
供
与
を
し
て
も
、
ど
ち
ら

も
「
一
億
円
の
気
候
資
金
」
で
あ
る
。

日
本
の
場
合
、
二
〇
一
〇
～
一
二
年
の

三
年
間
で
（
民
間
資
金
を
含
ん
だ
場

合
）
合
計
一
七
六
億
ド
ル
を
供
与
し
た

と
発
表
し
て
い
る
が
、
内
訳
は
無
償
資

金
協
力
、
有
償
資
金
協
力
、
そ
の
他
政

府
資
金
、
民
間
資
金
、
と
い
う
異
な
る

種
類
の
資
金
供
与
の
手
段
が
含
ま
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
何
を
も
っ

て
し
て
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
を
達
成
し
た

の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
、
パ
リ
会
議
で
の
締
約
国
会
議

決
定
で
は
、
公
的
資
金
お
よ
び
公
的
資

金
が
動
員
し
た
（
民
間
）
資
金
の
計
上

方
法
を
策
定
す
る
こ
と
を
、
条
約
の
下

に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
科
学
お
よ
び
技

術
の
助
言
に
関
す
る
補
助
機
関
（
Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ａ
）」
に
要
請
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
単
に
一
〇
〇
〇
億

ド
ル
と
い
う
数
字
だ
け
で
は
、
そ
の
額

が
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
先
進
各
国
に

よ
る
実
質
的
な
負
担
を
意
味
す
る
の
か
、

そ
し
て
気
候
変
動
対
策
に
ど
れ
だ
け
貢

献
を
し
て
い
て
効
果
が
あ
る
の
か
、
明

ら
か
で
は
な
い
。
二
〇
二
〇
年
以
降
、

一
〇
〇
〇
億
ド
ル
を
下
限
と
し
た
気
候

資
金
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
額

以
上
に
そ
の
内
容
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
額
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
石
炭
火

力
発
電
所
へ
の
支
援
額
が
大
き
く
な
っ

て
し
ま
え
ば
、
そ
の
効
果
は
減
少
あ
る

い
は
逆
効
果
と
な
っ
て
し
ま
う
。

●
二
〇
二
〇
年
後
の
気
候
資
金
―

誰
が
供
与
す
る
の
か
？

　

最
後
に
、「
誰
が
」
二
〇
二
〇
年
後

の
気
候
資
金
を
供
与
す
る
の
か
に
つ
い

て
論
じ
た
い
。
欧
州
の
研
究
機
関
気
候

政
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
二
〇
一
三

年
の
世
界
の
気
候
資
金
は
、
官
民
合
わ

せ
て
約
三
三
一
〇
億
米
ド
ル
で
、
こ
の

う
ち
国
内
投
資
が
約
四
割
、
ま
た
民
間

資
金
は
六
割
弱
を
占
め
て
い
る
と
見
積

も
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑨
）。
し
た

が
っ
て
、
気
候
変
動
分
野
で
は
国
内
投

資
や
民
間
セ
ク
タ
ー
が
今
後
も
さ
ら
に

重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

一
方
、
本
稿
で
は
特
に
条
約
に
お
け

る
交
渉
で
最
も
議
論
に
な
っ
た
政
府
支

出
に
よ
る
気
候
資
金
の
う
ち
公
的
資
金

を
「
誰
が
」
供
与
す
る
べ
き
か
、
と
い

う
議
論
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
た
い
。

さ
て
、
こ
の
気
候
資
金
を
「
誰
が
」
供

与
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
条
約

で
は
、「
先
進
国
（
附
属
書
Ⅱ
締
約

国
）」
が
「
途
上
国
（
非
附
属
書
Ⅱ

国
）」
に
対
し
て
資
金
供
与
す
る
こ
と

が
謳
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で

い
う
先
進
国
は
、
一
九
九
二
年
の
リ
オ

サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
条
約
採
択
時
に
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟
し
て
い
た
二
五
カ
国
を

指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
九
二
年

時
点
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
は
加
盟
し
て
い
な

く
て
も
、
現
在
は
加
盟
し
い
わ
ゆ
る
先

進
国
入
り
を
果
た
し
た
国
（
例
＝
韓

国
）、
ま
た
加
盟
し
て
い
な
い
も
の
の

既
に
開
発
援
助
の
分
野
で
は
新
興
ド
ナ

ー
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
国

（
例
＝
中
国
）
も
あ
り
、
一
九
九
二
年

時
点
で
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
加
盟
・
非
加
盟

と
い
う
す
み
わ
け
を
、
そ
の
ま
ま
、
パ

リ
協
定
の
資
金
供
与
国
・
被
供
与
国
と

い
う
分
類
に
当
て
は
め
る
こ
と
に
合
理
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性
が
あ
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
実
際
、

条
約
の
下
に
二
〇
一
〇
年
に
設
立
が
決

定
し
た
緑
の
気
候
基
金
に
二
〇
一
五
年

一
一
月
ま
で
に
拠
出
プ
レ
ッ
ジ
（
計
一

〇
二
億
ド
ル
）
を
し
た
三
八
カ
国
の
な

か
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
韓

国
、
パ
ナ
マ
、
ペ
ル
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
い
っ
た
、
条
約
の

下
で
の
途
上
国
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、
中
国
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
計

三
一
億
ド
ル
の
規
模
の
「
気
候
変
動
に

関
す
る
南
南
協
力
の
た
め
の
基
金
」
の

設
立
を
発
表
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
経

済
的
な
側
面
か
ら
み
る
と
一
九
九
二
年

と
状
況
が
変
化
し
た
と
い
う
認
識
も
で

き
る
が
、
パ
リ
会
議
で
は
、
こ
の
よ
う

な
意
見
に
対
し
て
多
く
の
途
上
国
が
異

を
唱
え
た
。
た
と
え
ば
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
、

開
発
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
途
上
国
の

ニ
ー
ズ
も
、
ま
た
（
先
進
国
に
資
金
供

与
の
義
務
が
あ
る
と
謳
わ
れ
て
い
る
）

条
約
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い

る
。

　

こ
の
点
、
パ
リ
協
定
で
は
ど
の
よ
う

な
決
定
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

パ

リ
協
定
で
は
、
そ
の
第
九
条
第
一
項
に

お
い
て
、
先
進
国
は
条
約
の
既
存
の
義

務
を
引
き
続
き
負
い
、
緩
和
と
適
応
の

資
金
を
途
上
国
に
供
与
す
る
こ
と
が
義

務
で
あ
り
、
第
三
項
で
は
、
先
進
国
は
、

気
候
資
金
の
動
員
を
リ
ー
ド
し
続
け
る

こ
と
を
義
務
と
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
先
進
国
に
資
金
供
与

の
「
義
務
」
が
あ
る
点
で
は
、
条
約
お

よ
び
過
去
の
締
約
国
会
議
決
定
と
何
ら

変
わ
り
は
な
い
。
一
方
、
パ
リ
協
定
第

九
条
第
二
項
で
は
「
そ
の
他
締
約
国
」

に
対
し
て
自
発
的
な
支
援
供
与
を
奨
励

し
て
お
り
、
先
進
国
と
途
上
国
の
間
の

差
異
を
持
た
せ
つ
つ
も
、
先
進
国
以
外

の
国
に
も
資
金
支
援
を
自
発
的
に
で
も

促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
資
金
供
与
に

関
す
る
条
約
事
務
局
へ
の
報
告
に
つ
い

て
も
、
パ
リ
協
定
第
九
条
第
五
項
お
よ

び
七
項
に
お
い
て
先
進
国
が
隔
年
で
義

務
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
以
外
の
国

に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
奨
励
さ
れ

て
い
る
。
気
候
資
金
に
つ
い
て
は
、
資

金
の
内
容
が
重
要
で
あ
る
と
前
に
強
調

し
た
も
の
の
、
一
定
額
は
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
過
去
の
歴
史
的
排
出
量
の
大

小
に
関
わ
ら
ず
「
現
在
の
」
経
済
大
国

に
よ
る
協
力
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

●
今
後
に
向
け
て

　

以
上
、
パ
リ
協
定
に
お
け
る
気
候
資

金
議
題
に
つ
い
て
、
特
に
資
金
額
、
額

の
中
身
の
重
要
性
、
資
金
供
与
者
に
関

し
て
概
観
し
た
。
本
稿
で
は
、
パ
リ
協

定
の
第
九
条
と
い
う
資
金
に
関
す
る
条

文
に
つ
い
て
紹
介
し
た
が
、
実
は
パ
リ

協
定
の
第
二
条
（
目
的
）
の
条
文
の
ひ

と
つ
に
資
金
に
関
す
る
目
的
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
資
金
フ
ロ
ー
を
低
炭
素
か
つ

気
候
耐
性
の
あ
る
開
発
へ
の
道
筋
と
整

合
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
条
約
の
交
渉
で
は

往
々
に
し
て
そ
の
額
の
増
大
が
交
渉
の

争
点
と
な
り
、
ま
た
注
目
さ
れ
て
し
ま

う
が
、
気
候
資
金
が
、
こ
の
目
的
に
沿

う
よ
う
に
な
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
条
約
の
枠
を
超
え
て
、

資
金
の
出
所
や
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
国

際
的
な
資
金
が
い
か
に
こ
の
パ
リ
協
定

の
目
的
に
沿
う
よ
う
な
「
ク
リ
ー
ン
」

な
事
業
に
向
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
重

要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
は
、
条
約
内

で
の
議
論
に
留
ま
ら
な
い
、
Ｇ
20
や

様
々
な
国
際
機
関
等
に
よ
る
幅
広
い
取

組
が
必
要
で
あ
る

（
し
み
ず　

の
り
こ
／
公
益
財
団
法
人

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
〈
Ｉ
Ｇ
Ｅ

Ｓ
〉
研
究
員
）
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